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1　緒　　　　言

スズユタカカは，昭和45年に東北農業試験場刈和野試験

地において．ウイルス病やシストセンチュウに強く・良質

．多収な品種の育成を主要な育種目按とし，ウイルス病に

抵抗性をもつ刈系52号（デワムスメの兄弟系統）を母・シ

ストセンチュウに強く多収な東北35号（後のオクシロメ）

を父として人工交配し，以後．選抜・固定を図り，52年に

f7代で刈系136号，更に54年に」㍉代でだいず東北65号

の系統名を付し，各地で試験が行われて，57年6月だいず

農林76号として農林登録された。

2　各地の試験成績の概況

スズユタカは，剰ヒ，北陸，関東東山，中国・四国の17

県29場所において2箇年以上の試作が行われた。図1に各

地の標準品種との収量比を要約して示した（中国・四国は

省略）が，収量比の平均105％以上が14県24場所に及んで

おり，このように北緯400以北から360以南までの広域で

多収性を示したことは，大豆の品種・系統では極めて稀な

例である。

この中で，成熟期，障害の発生程度，品質などについて

問題が少なく．有望又はやや有望としたのは．太平洋に面

する地域では岩手県中部から栃木県∴茨城県に至るまで．

日本掛こ面する地域では秋田県から新潟県までの試作場所

である。

3　育成地の紋験成績

育成地における標準播き（5月28日前後播種）と，晩播

き（7月1日前後播種）の試験成績を表1に示した。

スズユタカの榛準播きにおける開花期は8月2日で，シ

ロセンナリより3臥　オクシロメより7日，ライコウより

5日晩く，成熟期は10月16日で，シロセンナリより4日，

オクシロメより1日．ライコウより5日晩くなっている。

晩播きでの開花期は8月17日で，シロセンナリと同じ，

オクシロメより5臥　ライコウより4日恥、。成熟期は10

月26日で．シロセンナリより2日早く，ライコウより4日

晩くなっている。

成熟期は．育成地では廿中生の晩”に属するが，東北中
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2筒牛以上の試作地、A・Bは同一試作地における

標準播、晩楢を示す。

図1　スズユタカの試作地におけろ

標準品種との収量比較

．北部では¶中生の晩”ないしq晩生”．東北南部では

愴中生■種に当たろ。

主茎長は，オクシロメよりやや長く，シロセンナリと同

程度の中茎である。しかし，肥沃地ではかなりの生育量と

なり大型化し．分枝の発達の良い品種であろ。

蔓化・倒伏の程度は，ライコウより少なく，ほほシロセ

ンナリ並みである。

子実収量は，操準播きでシロセンナリより11％，オクシ

ロメより4％，晩播きではシロセンナリより26％．オクシ

ロメより15％，それぞれ増収している。

晩播きの収量は標播きの85％で．シロセンナリとオクシ
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轟1育成地におけろ試験成績
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ス ズ ユ タ　カ 8． 2 10．16 73 3．7 無 一微 無 一徹 55．7 28．2 11 1 10 4 2 4．5 中 無 無

シ ロセ ン ナ リ 7．30 10．12 6 9 2．4 無 一徹 無 一徹 49．1 2 5．5 10 0 9 4 2 4．4 少 無 無 一徹

オ ク シ　ロ　メ 7．26 10．1 5 6 3 2．8 無 無 52．4 2 7．0 1 06 10 0 22．5 微 一少 無 微 一少

ラ　 イ　 コ　 ウ 7．28 1 0．1 1 7 5 4．2 微 微 一少 53．2 2 6．9 10 6 10 0 2 3．4 中 無 微

ス ズ ユ タ　カ 8．17 10 ．2 6 5 8 3．2 無 一微 無卜微 41．7 2 4．0 12 6 11 8 2 2．8 少 無 無

シ ロセ ン ナ リ 8．17 10 ．28 5 1 2．1 無 無 32．7 1 9．0 10 0 9 4 2 1．5 微 一少 無 無

オ ク シ ロ　メ 8．12 10 ．24 5 2 2．3 無 無 一微 34．9 20．3 10 tI 1 0 0 2 0，9 少 無 無 一徹

ラ　 イ　 コ　 ウ 8．13 10．2 2 Sb 3．4 無 一微 無卜微 34．3 1 9．6 10 3 9 7 2 2．0 少 一中 無 無
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標
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注・標準播き：昭和52～56年平均，晩播き：昭和54～56年平均。

ロメの75％，ライコウの73％に比べてほろかに優れており，

晩播適応性が高いと考えられる。

晩播適応性については．図1に示すように秋臥山形，

福島の東北3県，栃城．茨城，新潟の各県において試験を

行っているが．いずれの県においても晩播きで多収であり，

適応性の高いことが認められる。

4　主要病虫害抵抗性

線虫書抵抗性：スズユタカはシストセンチュウに対す

る抵抗性が強いことが認められている。表2に示したよう

に・線虫の生息密度を高めた育成地圃場（抵抗性の弱いシ

ロセンナリの平均収量が8当り12．2毎で，普通圃場の52

％減）での収量が平均23．4毎で．17％減にとどまってい

る。スズユタカの減収程度はオクシロメ16％．ライコウ20

％とはば同程度で，平均収量はこれらの品種よりやや高く

なっている。

蓑2　シストセンチュウ生息密度の高い圃場での

成績（育成地）
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メ
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ス ズ ユ タ　 カ 4 4 ．4 2 3 ．4 19 2 10 3 8 3 2 3 ．8 9 7

シ ロ セ ン ナ リ 2 4 ．5 12 ．2 10 0 5 4 4 8 18 ．3 7 5

オ ク　 シ　 ロ　 メ 4 2 ．2 2 2 ．8 18 7 10 0 8 4 20 ．9 9 3

ラ　 イ　 コ　 ウ 3 9 ．7 2 1 ．5 17 6 9 4 8 0 2 1 ．9 9 4

注．昭和52～56年平均。

ウイルス病抵抗性：スズユタカはダイズモザイクウイ

ルスA，B．C，Dの病原系統のいずれにも抵抗性を有し，

ウイルス柄の被害の多い場所でもほとんど被害が発生しな

い。ウイルス病の発生が激しい山形県農式と福島県農試会

津支場の奨励品種決定試験成績の一部を表3に示したが．

山形県農式では，奨励品種3品種に比べて極めて多収であ

り，褐斑粒の発生はデワムスメと同様にq無・で，品質の

評価が高い。また．福島県農試会津支場でも奨励品種3品

種より極めて多収で，褐斑粒の発生も少なく，品質の評価

が高い。

蓑3　ウイルス病の発生の多い場所での成績

品 種 名

8 当た り
収量（晦）

子 実 重
対比 （％）

障 害 粒
程 度 品　 質

子実垂 標準品種 褐　 斑

山 スズユ タカ 40．2 12 1 無 上下 一中上

形 コケ シ ジ ロ 33．3 100 中 一多 下上

農 オク シ ロメ 28．1 84 多 下上

試 デ ワムス メ 29．8 89 無 中中一中下

福
島
農

ス ズユ タ カ 41．8 16 1 微 一少 上中 一上下

シロセンナリ 25．9 100 甚 下上
試
A

ラ　 イ　コ　ウ 30．3 117 多 中中

コ葺
津 エ　 ン　 レ　イ 30．7 119 多 中上

注．山形農託は昭和53～弘年平均．福島農試会津は昭
和55～56年平均，いずれも標準播き。

5　総　　　　括

スズユタカは，広域で多収性が認められ．晩播適応性の

高い品種である。

ウイルス病に強いので山形県，福島県などの多発地では

この点からも重要性が高まるものと思われる。また，シス

トセンチュウに抵抗性専有するので．発生が懸念される地

域での作付が期待される。

本品種栽培上の一般的な注意事項としては仁適地の北部

地域や高冷地では極端な晩播きをしないこと．適地の南部

地域では早播きを避け・6月下旬前後の晩播きを行うこと

が望ましい。


